
ファーム・インさぎ山



ファーム・インさぎ山の場所

⾒沼⽥んぼ

東京駅

•東京から30キロ圏内、さいたま市
埼⽟スタジアムの近く 最寄駅；浦和美園駅

•さいたま市の緑地空間「⾒沼⽥んぼ」の端っこ
•⽇光御成街道沿い



江⼾時代中期、徳川吉宗の頃に現れたサギの⼀⼤営巣地

3万⽻を超えるサギがいた

昭和13年には国の特別天然記念物に指定された

萩原家 ⺟屋

「野田の鷺山」跡地

野⽥のさぎ⼭とは

ファーム・インさぎ山の名前の由来



サギがいなくなった原因

昭和39年よりサギは減少し始め、

昭和47年(1972)に営巣しなくなった

昭和59年(1984年)

特別天然記念物を解除された

「野田のさぎ山」跡地

⾒沼の畑作化や宅地化に伴う餌場の減少、農薬汚染、
交通量の増加や⽵林の枯死など

以来、27年間
農薬・除草剤・消毒 不使⽤

ファーム・インさぎ山の名前の由来



ファーム・インさぎ山の畑・田んぼ
畑 約50 a

⽥んぼ 約2 ha

• 100種類程度の野菜・⽶を
無農薬・無化学肥料で栽培！

• 肥料は落ち葉で作る⾃家製堆肥
旬の野菜を旬の時期に
⾃分が美味しいと思う野菜を育てています

全て露地栽培



体験できること 畑体験

⾥芋の植え付け 椎茸の種駒うち ジャガイモ掘り サツマイモ掘り

種まき 夏野菜のお⼿⼊れ ⾥芋の草取り 野菜の収穫体験



体験できること ⽥んぼ体験

昔の道具を使った
脱穀体験

畦つくり/肥料まき 種まき ⽥植え ⽣き物調査

⽥の草取り 稲刈り はせかけ



体験できること ⾷育体験

蕎⻨打ち/うどん打ち かまどでのご飯炊き 調理体験 流しそうめん

夏野菜の収穫とピザ焼き 味噌作り 焼き芋 餅つき



体験できること 農のある暮らし体験

季節⾏事/餅花飾り 炭焼き 柿渋作り 藁細⼯/しめ縄作り

染め物 ドラム⽸⾵呂 どろんこ遊び かまど作り



年間のべ7000⼈以上！
27年間の活動を通しのべ16万⼈以上に農業や農のある暮らしを提供

保育園のデイキャンプでリクエストされて…
旅⾏会社からの問い合わせに応じるうちに…

百姓は100のことを知らないとできない仕事 農家は何でも屋！

・体験プログラムは１００以上！

・予約があった時のみ開催
団体での体験

保育園〜専⾨学校・⼤学、学童
旅⾏会社、イベント会社の受け⼊れ、会社のイベントとして

個⼈での体験
年間コース(⾷育コース、⽥んぼの学習コース)での参加
⽥植え/稲刈り/餅つきなどの単発イベントをネットで募集



農

環境⾷

先⼈の知恵を未来に伝えたい！

農のある暮らしは 全て繋がっている



農

環境⾷

ジャガイモ掘り

竈⾨でのカレー作り
竈⾨も藁を混ぜて作る

ご飯は藁を使って炊き上げる

炊き⽴てのご飯の美味しさ
灰も畑の肥料に！
⽶の研ぎ汁も畑の肥料に！

無農薬で育てたお⽶

⾷品ロス(⾍に齧られた
お⽶も⾷べられる)

地産地消

旬産旬消

野菜の育ち⽅

稲刈り

規格外野菜も
切っちゃえば同じ



農

環境⾷

稲の花は1時間しか咲かない
⽥んぼは⽣き物も育てる
(⽣物多様性)

暑さを和らげる

集中豪⾬から都市
を守る

地下⽔を作る

昔はサギの餌場だった

１株に何粒のお⽶ができるか？
１反で何⼈分のお⽶が採れるか？
なぜ⽥んぼが減ってきたのか？

お⽶を⾷べることは国⼟を守ること！

パン1枚よりも
お茶碗⼀杯のお⽶の⽅が
栄養がある！

⼿植えだと27時間かかるが、
機械だと6分！

2本で植えても、15本くらいに分けつする
⽥植え体験



⼀周回って最先端
今だからこそ、⽥舎暮らし体験してみませんか？

何100年も前から⾃然環境との共存・共栄を⽬指してきた農家の知恵を
今、もう⼀度⾒直してみませんか？

先⼈の知恵を未来に伝えたい！


